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＜連絡事項・週間予定＞

・ 1/10(火)までに12月経過連絡提出

· 青明舎より情報提供あり、２月中旬に５日間ハローワーク主催のジョブガイダンスが開催される予定である。詳細については後日青明舎から情報を受けることとする。

＜利用者様情報＞

· 井畑　光湖様～1/6（金）18：00より、本人・ご家族・デイケアスタッフの三者で面談実施。
　デイケア利用者の関秀治様との交際について、本人・母様に対しての注意点、理解して頂きたい点の説明と、本人様のデイケア通所の目的を再度確認することを目的として行った。

母様は自車に関様を乗せ、本人を含めた3人でドライブに出かけたことについて反省し「軽率な行動でした。」と話されている。

本人様は他スタッフに関様と交際している事を知られたくない気持ちがあるとのことだが、今後病気の面でも、対人面、生活面でも様々な問題が起こる事が予想される事を話し、その際にスタッフ側で支えていく為にスタッフ間で情報共有しておきたいことを説明し本人様納得されている。

母様、本人様へデイケアは、様々な目的があるが、対人関係や生活リズム等について学ぶ治療の場である事を説明。それに加えて関様は青山荘に入所し、自立した生活や就労を目的に訓練している事を話しそれぞれの立場を理解していただいた。交際することは自由であるがお互いの病気や自立した生活に向けて取り組んでいる事を理解し節度を持った交際をしてほしいことを伝える。

また青山荘へほぼ毎日電話をかけていることについて、青山荘では生活時間が決められており、各々当番を持っているため電話は必要最低限とし、用事はなるべくデイケアで済ませるようにしてはどうか提案する。本人様今までは青山荘がどのような施設か分からない点が多々あり、説明することで少しずつ理解していく。

デイケアでの過ごし方について、関様との距離が近いことを本人様に話すが自覚がない。適切な距離の保ち方について本人に説明するが「上手く距離をとることに自信がない」と話され、上手く出来ていない場合はその都度スタッフから声を掛けてほしいとの事。デイケアでの短期目標については「人付き合いをうまくする」と立てている。

今後対人関係以外にも病識の確立の為、精神病の病状等についての説明をして理解していただくため、定期的に面談を繰り返し行っていく。

· 長瀬　紘一郎様～本日昼食時にスパゲッティを口に２口ほど入れた際に、うまく喉を通らないこと

　があるが、すぐに食べるのを止め少しずつ水を飲んで食物を通している。スタ

ッフより本人に対して①一度に口に食物を入れすぎないこと②汁物がない時に

はお茶や水を含ませながら食べるように説明している。

· 川口　八寿子様～就労前準備段階プログラム参加希望あり、1/6(金)本人様へ電話しプログラムの　説明を行っている。参加理由としては「勉強になるプログラムだと思うしデイのプログラムをメンバーと行うより自分にとって為になるだろう」と話されている。就労についての考えを伺うと「正社員は無理だと思うがアルバイト位であれば考えている。しかし周りの人に意見を聞くと良い答えは返ってこなく現在は無理だと思っている。就労よりも今は勉強したい気持ちが強いため、参加を希望します。」と話されている。母様は今回の就労前準備段階プログラム参加について「プログラム参加はいいが、就労は反対である」との事。再度プログラム参加について母様に今回の目的を説明し意見を聞くように伝えている。

プログラム参加にあたって①プログラムに参加し病状に変化があればプログラムをやめてもらうこともあること②あくまで就労準備のプログラムであり、過度な期待をしないように説明している。

· 田名部　浩平様～　本人様青山荘を、アパートのような存在と考えており、「1人暮らしをしたい」との理由で入所を希望されている。スタッフより青山荘はアパートではなく将来自立して生活する為の訓練の場であり、一日の生活リズムも決まっている事を伝える。本人様へ再度青山荘に入所したいかを問うと「１人暮らしをするとしたら、家事ができないから家事ができるようになりたい」と話す。また共同生活の場であることも伝えると「人とずっといるとストレス溜まるからなぁ」と共同生活には不安を感じている様子。母様は「青山荘入所を賛成しており、金銭面も心配ないと言っている」と本人様は話している。水曜日外来へ母様が毎回同行されているので母様へも青山荘の説明を行い、事実確認をし、意見を聞くこととする。その後本人様と再度面談を行うこととする。

